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「面構成による葬送空間」 

 

 

１、課題主旨／葬送空間を面構造により計画する。面構造とは柱や梁による架構ではなく、壁面／床面

／屋根面の連続により構造躯体として成立するものを言う。厳密な構造計算による根拠は求めないが、

モデル検討及び構造力学的見地に立った基本的な考察を必要条件とする。この構造体を構成する材料

は石／コンクリート／鉄／ガラス等一般的に流通するものとし、社会的な合意を得られるコストを前提と

すること。また、平面計画や建築造形において形態的メタファーによる合意を目的とせず、計画する環

境（場／空間）に対して身体的な関心と理解を探求すること。高度な文化行為である葬送儀礼を熟慮し、

そこに必要な空間と場の特殊性を構造・構成・構築概念を手がかりに物理的提案として創出する。 

 

２、概要／名古屋市内に都市型火葬場を計画する。人と人の最後の別れの空間であり、送る側にとって

記憶に残る貴重な場でもある。火葬場の諸室はプログラムとして設定（告別室／炉前ホール／収骨室

／待合他）されている場合が多いが、それらの分節を利用するかどうかは選択次第である。その他必

要空間を設定し理想的な葬送空間を提案すること。延べ床２０００〜３０００㎡程度とし、炉は６基を計画

する。この規模は名古屋市内の１５万人の人口規模を想定、つまり炉の設定が６基程度となる。 

 

３、敷地／名古屋市天白区天白町 八事霊園内 

 

４、提出物／A１図面、完成モデル１：３００、必要図面は各自設定し、第三者に十分な理解を得られるこ

とを目的とする。 

 

５、スケジュール  

１２月 ４日課題説明／スライドレクチャー、葬送プログラムスタディー（進行計画A４作成） 

 

１２月２２日エスキースチェック（スタディーモデル及び外観／内部空間スケッチ） 

 

２００６ 

 １月１８日講評 

 

 

参考映画／「たそがれ清兵衛」「世界の中心で愛を叫ぶ」「わさび」など 
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